
 

ソーシャルワーカーデー２０１８   

in  わかやま 

平成 30 年 7 月 29 日(日)  

13：30～16：30 (受付開始 13：00) 
 

講  演 13：30～15：00 

『災害ソーシャルワークの可能性』 
講師：野尻 紀恵 氏 

日本福祉大学社会福祉学部社会福祉学科 准教授 

災害ボランティアセンター長 

 

シンポジウム 15：10～16：30 

『災害時、ソーシャルワーカーとして何ができるか』 
シンポジスト 

  ・和歌山県立医科大学附属病院          関本 査智子 氏 

  ・和歌山県障害福祉課           大原  弘之 氏 

  ・社会福祉法人みなべ町社会福祉協議会    川口 富士夫 氏 

            

主催：和歌山医療社会事業協会・和歌山県精神保健福祉士協会・一般社団法人和歌山県社会福祉士会 

後援：和歌山県・朝日新聞和歌山総局・毎日新聞和歌山支局・読売新聞和歌山支局・産経新聞社・株式会社和歌山放送・

株式会社テレビ和歌山・ニュース和歌山株式会社・わかやま新報・株式会社和歌山リビング新聞社・和歌山県介護

福祉士会・一般社団法人和歌山県介護支援専門員協会・社会福祉法人和歌山県社会福祉協議会(予定含む) 

お問い合わせ先：和歌山医療社会事業協会事務局（医療法人裕紫会中谷病院地域医療福祉連携室内） 

TEL:073-475-8955/E-mail:wakmsw@gmail.com 
  

要約筆記が必要な方は、7月 12日(木)までに 

FAX：073-472-3525または 

E-mail：wakmsw@gmail.com  

へご連絡ください。 

 １９９５年、高校教諭をしていた際に阪神淡路大震災を経験。その後２０１１年より日本福祉大学准教授。 

東日本大震災や熊本地震の支援に尽力された。今回はその経験を通し、災害への備えや覚悟、ソーシャルワ

ーカーへの期待とその役割についてご講演頂きます。 

参加費：無料 

申込み：不要 

《会場案内》 

和歌山県 JA ビル 2 階 和ホール 

(和歌山市美園町 5-1-1) 

＊会場には駐車場がございませんので、会場付近のコインパーキングか

公共の交通機関をご利用ください。 


